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社会福祉法人 ひすい福祉会 役員等の報酬の支給に関する規程 

 

                          制定 平成 ７年 ４月２７日  改正 平成 ８年 ３月２８日 

                          改正 平成１２年１２月 １日  改正 平成１３年 ２月２６日 

                          改正 平成１６年 ４月 １日  改正 平成１９年 ５月３０日 

改正 平成２９年 ３月２９日  改正 令和 ７年 ６月２０日 

 

 

（目的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人ひすい福祉会（以下「法人」という。）定款第５条に規定する評議員

及び第１５条第１項に規定する役員並びに法人評議員選任・解任委員会運営細則第３条第１項に規

定する評議員選任・解任委員（事務局員を除く。）（以下「役員等」という。）の報酬額等の支給基準に

ついて、必要な事項を定めることを目的とする。 

（報酬額） 

第２条 役員等の報酬額は、別表のとおりとする。 

２ 前項の報酬額は、糸魚川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平

成１７年条例第３９号）第２条に規定する非常勤特別職の職員と役員等の職務等の比較並びに糸魚

川市内の社会福祉法人の役員、評議員及び評議員選任・解任委員の報酬額を比較して定める。 

（支給方法） 

第３条 報酬の支給日等支給方法は、理事長が別に定める。  

 （支給の特例） 

第４条 報酬が月額で定められている役員等が、新たに選任された場合は、その選任の日から日割計

算で支給する。 

２ 報酬が月額で定められている役員等が、退任した場合は、その退任の日まで日割計算により支給

し、死亡した場合は、その月の全額を支給する。 

（日割計算） 

第５条 前条の規定による日割計算の方法は、月額にその月の在任日数を乗じて得た額をその月の現

日数で除して支給額を定める。この場合において、１円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨て

る。 

 （慰労金） 

第６条 役員等の退任に伴う慰労金（死亡による場合を除く。）は次のとおりとする。 

(1) 役員の退任に伴う慰労金（職員を兼ねる役員を除く。） 

在任期間２年以上  １０，０００円 

１年を増すごとに１０，０００円を加え、３０，０００円を限度とする。 

(2) 評議員の退任に伴う慰労金 

在任期間２年以上４年未満 １０，０００円 

在任期間４年以上  ２０，０００円  

 

 



役 員 等 報 酬 規 程 

 

 

2                  【 101 】 

附 則 

 この規程は、平成７年４月２７日から施行し、平成７年４月１日から適用する。 

 

附 則                    

 この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

 

附 則                  

 この規程は、平成１２年１２月１日から施行する。 

 

附 則                    

 この規程は、平成１３年３月２日から施行する。 

 

附 則                    

 この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成１９年５月３０日に施行し、平成１９年３月２日から適用する。 

 

附 則                    

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この規程は、令和７年６月２０日から施行する。 

２ 改正後の別表中評議員選任・解任委員（事務局員を除く。）の部は、令和７年６月５日から適用す

る。 

３ 改正後の別表中月額で定められている報酬額は、令和７年７月１日から適用する。 

４ 改正後の第６条第１項第１号中「30,000 円」に改める規定は、令和７年７月１日から適用する。 

 

    別表 

役      員等 勤務形態 報  酬  額 

理事長 非常勤 月額 ３０，０００円 

理事（職員兼務理事を除く。） 非常勤 月額  ６，０００円 

監事 非常勤 月額  ８，０００円 

評議員 非常勤 日額  ６，０００円 

評議員選任・解任委員（事務局員を除く。） 非常勤 日額  ６，０００円 

 


